
（別紙３）

～ R6年12月16日

（対象者数） 93 （回答者数） 58

～ R6年11月30日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・保護者さんの相談に答えることができるよう、知識

を向上し実践に活かせるよう職員の自己研鑽を継続す

る。

2

・コミュニケーションスキルを向上させるために学ぶ

機会を作る。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・使用していないスペースを有効に使えるよう構造化

を定期的に行う。また整理整頓の時間をミーティング

時などに設ける。

2

・予約時間などの調整と工夫。

・スムーズに進める為に事前の相談をする。

3

・実施した内容を掲示板などでもお知らせする。

・定期的にミーティング時に把握、共有する。

マニュアルや避難訓練、非常時の周知 ・周知の仕方やどの内容を周知するかが分かっていな

い。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

スペースが狭く感じる

人員の配置 ・配置としては適切であるが、個別に担当が対応するた

めスケジュールが伸びてしまうこともあり、慌ただしく

なってしまうこともある。

・物を置けるスペースが不十分である。

・整理整頓の時間が十分につくれていない。

・子ども自体も大きくなっているためそう感じやすい。

○事業所名 児童発達支援センターゆめみっこ（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
R6年11月15日

○保護者評価有効回答数

特性の理解と専門性の高い支援 ・個別のスケジュール、課題の設定、視覚支援、個々に

応じた支援を行っている。

・研修に参加している。

・ミーティングやカンファレンスの時など他のスタッフ

にも聞いたりして情報やデータを共有している。

・分からない事は調べたり、本などから知識を習得して

いる。

お子さんが安心感を持って通所して頂いている

R6年11月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・事前に情報を伝え、見通しを持ち安心して活動出来る

ように支援している。

・褒めることを意識している。

・保護者さんとの面談の時間を設けるなどして信頼関係

を築けるよう意識している。

事業所における自己評価総括表公表


